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Tondabayashi Mixed C






















２０１１年６月４日　　　　作成責任及び文責　古畑　等


　　　　　　　　　　　　　　　本日　両面です。








○第１５回定演チラシ・チケット：ちらしとチケットは一人１０枚を配布。なお、希望者にはさらに追加１０枚を限


度に無料配布。２１枚目の追加からは３００円×枚数の金額を集金します。定演費１５０００円（分割可３０００円


×５回）集金しています。


○少年少女合唱団との次の合同練習：６月１９日（日）午前１０時半から午前のみ。会場は喜志の市民会館（レインボーホール）


○東北の大震災支援：（岡団長より）当団の定演での取組みとして、岡田さんからのアイデア「被災した子どもたちに本を贈る」活動への募金協力を行うこととしました。｢葉っぱのフレディ｣も絵本から生まれた曲ですね。


○太田真紀先生のリサイタル：シャンテ子（古畑）が代表で、皆さんにチケット２枚（３０００円）をお預けしています。販売できたらそのお金を、また残ったチケットはそのまま古畑まで。ご協力よろしく。練習場にて「太田真紀さんリサイタルチケット取扱コーナー」でお受けいたします。


○東混SAYAKAホールコンサート参加（岡団長より）


従前から、男声合唱・女声合唱への各自申し込みを受付けておりましたが、今月中に混声合唱の部「筑後川」抜粋３曲への参加者確認を行います。練習会場に確認用紙を設置いたしますので、それぞれ、「参加」「不参加」のいずれかにマルをつけてお示しください。


○山田和樹さんの演奏会ＴＶ放映。７月１７日の朝９時「題名のない音楽会」です。（テノーリは見てきます。東京で）








赤いサラファンについて（ウィキペディア調べ）


アレクサンドル・エゴロヴィチ・ヴァルラーモフにより1834年に作曲された。ニコライ・グリゴリエヴィチ・ツィガーノフによる� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/1831%E5%B9%B4" �1831年�作の詩につけられたと伝えられている。結婚に乗り気でない娘とそれを諭す母親との会話により成り立っている。原詩は10番まであり、1番から5番までは娘のせりふで、6番から10番は、母親のせりふである。� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%A9%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%B3" �サラファン�とはロシアの民族衣装のことで、ロシア語の「赤い」（красный、クラースヌィ）には「美しい」という意味もある。ロシアでは現在に至るまで歌い継がれている。日本では� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B4%A5%E5%B7%9D%E4%B8%BB%E4%B8%80" �津川主一�の訳詩で親しまれ、いわゆる� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%82%B7%E3%82%A2%E6%B0%91%E8%AC%A1" �ロシア民謡�のレパートリーの一つとして人気がある。1984年には� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%94%BE%E9%80%81%E5%8D%94%E4%BC%9A" \o "日本放送協会" �NHK�の『� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%BF%E3%82%93%E3%81%AA%E3%81%AE%E3%81%86%E3%81%9F" �みんなのうた�』で取り上げられた。





　六月です。定演まで最終のコーナーを回り、直線コースをダッシュです。がんばれサダマツテイオー・オカツヨシホマレ。（競馬じゃないけど）　ときに皆さん、楽譜を覚えましたか。歌詞だけでも頭に入れておくと安心して歌えます。まだ日にちはありますから少しでも覚える努力をしておきたいです（できるだけということで）。　また、チケット販売もがんばりましょう。（太田さんの分もよろしく）これも出来る範囲ということで。





シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。メルアドです。１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ


合宿・定演関連で多くの皆さんから貴重なご投稿をいただきました。感謝します。６月号・定演特集号に掲載しきれなかった原稿は７月号などを飾って使わせていただきますのでどしどしご投稿ください。





団ＨＰから　「♪音楽で世界を旅するステ－ジ さん 2011年 05月 21日 20時 01分 08秒 」(ゴシック強調シャンテ子)


いよいよ演奏会モ－ドに入りました。それぞれのステ－ジを楽しみたいと思います。翼～遠い雲～サラファン～フニクリ～ドナウ・・・メドレ－のような第2ステ－ジ。どんなイメ－ジになるでしょうか。風よ　雲よ　陽光よ翼を広げ　夢み、旅し、いつか空を飛んでいます。まずは、日本の空の上から・・・れんげつつじの高原や白樺の湖が見えます。光る空、消える峰、青い夢・・・


夏の日の夢と思い出が蘇ってきます。再び翼を広げ、遠くヨ－ロッパの地へ。ロシアでは母と娘の優しい会話（昔話）に耳を傾けます。イタリアでは、赤い火を噴く山ヴェスヴィァスを目の当たりにし、軽快なリズムに心が高ぶります。最後は、美しく碧きドナウ川が流れるオ－ストリアへ。ワルツに乗って、憧れの街・ウィ－ンを巡ります。　♪水は清かに美しく　空のように青く　　限りなき美に　ドナウは満ちる　　我ら　今歌う！遥かな空に「希望」「自由」という字を描きながら、翼を広げ、音楽で世界を旅するステ－ジ・・・なんて勝手にイメ－ジしています。一つひとつの楽曲を、来て下さる方々と一緒に楽しみたいと思います。あとわずかの練習、ともに頑張りましよう。（Ｔ：おかだ）





６月１２日（日）井関晶子先生、「虹の会」コンサート。15時開演。大フィルホール。


６月１８日（土）・１９日（日）河内長野マイタウンオペラ「椿姫」ヴェルディ作曲


（全３幕・原語上演・字幕付）


１８日（土）16：00開演・１９日（日）14：00開演（Ｂ中山さん出演です）。


７月３日（日）太田真紀先生、ソプラノリサイタル。すばるホールで１４時開演。


７月５日（火）京極輝子先生（ももせ合唱団）ピアノリサイタル。いずみホール。














レンゲツツジ（ウィキペディア調べ）高さ１～２ｍの落葉低木、４～６月に葉が出たのち葉が開くのと前後して直径５センチほどのロート状の花をつける。果実は長さ２～３センチの円筒状で、１０～１１月に熟すると五裂して小さな種子を飛ばす。つぼみの様子が蓮華に見えることから名付けられたという。北海道南部から� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%9D%E5%B7%9E" \o "九州" �九州�まで日当たりのよい草原に多く自生する。庭木としてもよく利用される。花は朱色。花の色が黄色い種類としてキレンゲツツジがある。牛や馬にとって有毒なため（ウマツツジ、ベコツツジの別名はこれらの動物に害を与える事から）食べ残すので、レンゲツツジの群生地になっている牧場も多い。群馬県の県花である。� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E6%A2%A8%E7%9C%8C" \o "山梨県" �山梨県�三窪高原が、十万株の群生地として有名。� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E9%87%8E%E7%9C%8C" \o "長野県" �長野県�東御市と� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BE%A4%E9%A6%AC%E7%9C%8C" \o "群馬県" �群馬県�吾妻郡� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AC%AC%E6%81%8B%E6%9D%91" \o "嬬恋村" �嬬恋村�の県境にある、湯の丸高原、地蔵峠周辺は、約六十万株のレンゲツツジの群生地として、天然記念物の指定を受けている。レンゲツツジを市の花としている� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%83%E6%9C%A8%E7%9C%8C" \o "栃木県" �栃木県�矢板市の高原山には標高千二百ｍの八方ヶ原� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%8E%9F" \o "高原" �高原�があり約二十万株のレンゲツツジが群生している。








≪第１ステージ≫


「唱歌の四季」・ 朧月夜 ～ 茶摘 ～ 紅葉 ～ 雪 ～ 夕焼小焼


≪第２ステージ≫


富田林市少年少女合唱団の演奏


指揮：鷲見晋吾先生・ピアノ：鷲見仁美先生


　とんだばやし混声合唱団の演奏


　・翼・遠い雲・・赤いサラファン・フニクリフニクラ・美しく碧きドナウ


≪第３ステージ≫（富田林市少年少女合唱団と共演）


「葉っぱのフレディ」1．春　 2．夏 　3．秋　 4．冬 　5．雪　6．やがて春


（ナレーション：小野朝美さん）


≪エンディング≫


・「生きぬくいのち」・「Climb　Ev’ry　Mountain」・「歌声を世界に」





　さあ午後。いよいよ「少年少女団」と当団がそれぞれフルメンバーでの初対面、合同練習です。子どもたちを大拍手でお迎えすると「葉っぱのフレディ」開始。さあ貞松マジックフル回転。さすがは本職の音楽先生。授業になっています。笑顔の語りかけですぐ子ども達がリラックス。当団の皆もにっこにこ。声の出し方がすっかり違う。普段よりも明るく楽しく、豊かなサウンドが出ましたね。「どの曲も、童声が入ってくる直前は、ぐっと絞って『さあ、入っておいで』という雰囲気を作ってあげましょう」と言われた指示が生きています。子ども達も音取りが出来ていて、「音合わせ」という空気で練習が進みました。「夏」の「おじいちゃん・おばあちゃん」の部分は「子どもがいい声を出すので、大人が真似をしたら」と言われ、いい感じになりました。驚いたことは「６やがて春」で童声「はるのおひさま・なつのかぜ・あきのひかり・ふゆのゆき」のパートを「それぞれの季節らしい声を出してみましょう」と先生が言われると、子ども達はすぐさま歌い分けて「楽しい声・元気な声・美しい声・深い声」を表現してみせたことです。やった子どもたちもすばらしいが、それを歌いわけさせた貞松先生、さすがやなあ。


あっと言う間に３時。合同演奏への確かな手ごたえを感じながら子どもたちを拍手で見送りました。


残り５時までは「遠い雲」「フニクリフニクラ」「ドナウ」の仕上げ・「翼」「歌声を世界に」の通し練習などをして練習を終えました。１０時から５時までの長丁場、お疲れ様でした。





練習状況


５月７日(土)　和田先生の全体ＶＴ。「ダデディドドゥ」の繰り返し、ピアニッシモでの音階など「顔の中・目の奥」を響かせる訓練を重点的にしてくださいました。また、福井先生のテノール特別指導がありました。


練習曲は、まず「唱歌の四季」。ピアノが一台なので団長がキーボードを持ちこんでくださいました。大きな楽器で大変なのに持ってきてくださった。ありがとうございます。結構リアルなサウンドで、しっかりダブルピアノの感覚で練習できました。その後、休憩をはさんで「ドナウ」。２２７ページ男声の「猛き武士の角笛の音」のフレーズと、２２８ページ男声の「はなやかなる」の個所は、歌詞の割り付けを変えて歌い易くしてくださいました。貞松先生は「なるべく譜面を降ろして歌ってください」と言われます。なお、最後は「翼」を通して歌いました。


５月１４日(土)ＶＴはいつも元気印の福井雅志先生。下腹部の筋肉の支え、上半身や首周辺筋肉の脱力のために「呼気を１０カウント保持」する訓練。「頭がボウッとなるくらいやりましょう。」その後「ＢＲＲＲＲ―」「ミオ―オオオー」で音階の上下で喉の奥を開けて響かせる訓練などでした。先日の競演会第１位の先生、さすが元気印！発声指導はけっこうハード！


　テノール一同は６時から福井先生の特訓を受けました。ベースは同じ時間にフレディの音確認練習をしていました。男声陣がんばっています！


　練習曲は「葉っぱのフレディ」仕








モウスグテイエン。ヤルシカアリマセーン。ドリョクデキルコトハ、ガクフタクサンオボエルコトデース。


ガンバリナサーイ（出来るかぎりね）











上げ段階です。「次回，子どもたちが参加してやっとジグゾーパズルのラストピースがはまります。こども達が感動するような音楽を聞かせましょう。」と貞松先生。


全曲通しのアンサンブルで「どの曲も、童声が入ってくる直前は、ぐっと絞って『さあ、入っておいで』という雰囲気を作ってあげましょう」と先生は再三指示されました。


５月１５日(土)少年少女団の練習場所に臨時訪問。定演副委員長伊藤さんのあいさつ訪問に同行できる団員が、少人数ながらＳＡＴＢ一応そろったので、子どもたちの練習を見学しつつ、合同曲を応援してみました。「少年少女団」の練習がしっかり進んでいるので安心しました。


５月２２日（日）午前１０時から会場はかがりホール。まず和田先生のＶＴでウォームアップ。腹筋で支え「顔の中・目の奥」で響きを保つ訓練から。「必ず個人個人で平素研究してください。」と強調されました。


　午前中の練習は「唱歌の四季」仕上げ段階。かなりの人が楽譜を降ろしています。「本番ではないので今は間違えてもいいから、思い切って楽譜を降ろしてみてください。」と貞松先生も言われます。太田真紀先生が多忙中駆け付けてくださって、アドヴァイスをいただきました。「『朧月夜』はがんばりすぎないでサラっと歌いましょう。伴奏ピアノを聞いて歌うのではなく、ピアノより前め前めとテンポをとってください。」「ピアニッシモは単に弱く歌うのではなく、意志を持って音を内側に響かせることです。」「『紅葉』では常に伴奏ピアノがタタータ・タタータとリズムを刻んでいるのでそれを意識するように。」など貴重な助言をいただきました。午前終了時に「赤いサラファン」を通し練習しました。








絵本から広がる幸せ『いっしょだよ』募金について協力お願い（Ｔ岡田さんから）


　東日本大震災で被災した子どもたちに本を贈る募金活動に団としても参加し、演奏会場で呼びかけパンフを出します。団員の皆さんも、額の多寡は問われませんので各自で募金してください。古本を贈るのではなく新本を購入して被災地で図書館、学校などで活用してもらう計画ですから、図書でなくお金を寄付することになります。最寄りの郵便局で送金してください。（口座番号：００９７０－９－１２８９１　加入者名：毎日新聞大阪事業団）


・通信欄には「とんだばやし混声合唱団、山田花子(←例)」(匿名も可)と書き、かならず「子どもの本」と明記。(別紙参照)


以上よろしくお願いいたします。











